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米軍機低空飛行訓練による騒音状況及び要望活動について 
総務部防災安全課 

旭支所防災自治課 
 
 このことについて、島根県西部の市町（浜田市、益田市、江津市、川本町、邑南

町）で構成する米軍機騒音等対策協議会（会長：浜田市長）の各市長・町長が、島

根県知事とともに、防衛省、外務省及び地元選出国会議員に対して要望を行いまし

たので下記のとおり報告します。（平成 25 年度から 14 回目） 

記 

1 要望内容 

 70 デシベル以上の騒音※1が測定された件数は、令和 7 年は 2,026 件で、令和

6 年の 2,090 件、令和 4 年の 2,076 件に次ぐ 3 番目の多さで、近年高止まり

の状況が続いています。 

国に対しては、この騒音測定の結果や被害の具体的な事例を示しながら、極端

な低空飛行の中止、配慮を要請している行事・式典の日及び休日・夜間の飛行中

止、国による実態把握と米国側への伝達など、住民負担の軽減に必要な措置を講

ずるよう強く要望しました。 
 
2 要望活動の状況 

要望日：令和 8年 6月 3日（水） 

（1）要望先 防衛省 

防衛大臣 小泉 進次郎 外 7 名 

(対応者) 防衛大臣政務官 吉田 真次 氏 

 要望者 米軍機騒音等対策協議会 

浜田市 市長  三浦 大紀 （会 長） 

邑南町 町長  大屋 光宏 （副会長） 

益田市 危機管理課長 齋藤 勝義(委員代理) 

江津市 副市長 藤田 裕  （委員代理） 

川本町 町長  野坂 一弥  （委 員） 

島根県知事 丸山 達也（オブザーバー） 
 
（2）要望先 外務省 

外務大臣 茂木 敏充 外 8 名 

(対応者) 日米地位協定室長 高尾 直 氏 

要望者 米軍機騒音等対策協議会（同上） 

益田市に変更有 

益田市 危機管理監 塩満正人 (委員代理)  
 
（3）要望先 地元選出国会議員 

衆議院議員 高見康裕(秘書) 髙階恵美子(秘書） 

参議院議員 舞立昇治(秘書) 青木一彦(本人) 藤井一博(秘書) 出川桃子(本人) 

 要望者 米軍機騒音等対策協議会（同上） 
 
※1 70db 以上の騒音：かなりうるさい、かなり大きな声を出さないと会話ができない。騒々しい事務所の中、

騒々しい街頭、セミの鳴き声(2m)、やかんの沸騰音(1m)(日本騒音調査 HP、騒音値の基準と目安から引用) 
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3 各市町の騒音状況 

（1）米軍機騒音等対策協議会内の騒音（70db 以上）測定回数年別推移 

（自治体設置 10 か所＋国設置 3か所） 

 
 

（2）浜田市内（県市設置）の騒音（70db 以上）測定回数年別推移 

設置箇所 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8.5 

旭(市)※1 334 703 240 100 107 41 64 134 207 388 570 408 479 85 

金城(県) 29 73 53 7 7 8 8 14 6 6 2 6 4 5 

弥栄(県) 9 13 4 0 0 3 7 2 4 10 17 20 16 3 

計 372 789 297 107 114 52 79 150 217 404 589 434 499 93 

(うち夜間※2) － － － － － － 3 16 27 88 95 71 147 17 

(うち休日※3) － － － － － － 5 0 6 0 7 3 13 4 

※1 旭：設置個所は、旭支所 
※2 夜間・・・18時から翌日 7時 
※3 休日・・・土曜日・日曜日・祝 
  

（3）浜田市内（国設置）の騒音（70db 以上）測定回数年別推移（参考値） 

設置箇所 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8.5 

旭※4 166 1,005 506 505 369 273 425 713 1,059 1,267 1,241 1,312 1,370 281 

※4 旭：設置個所は、旭社会復帰促進センタービジターセンター 

増加傾向 

過去最高 


